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はじめに

ローマにあるヴィア･ラティーナ･カタコンベ (以下vLCと略記)は､主要な全墓室のほぼ

全壁面が絵画で装飾されており､フイギュラテイヴな図像に関しては､その特殊性が発見当初か

ら議論の的となってきた(図1)｡しかしながら､装飾モティーフの多様性と特殊性についてはほと

んど言及されていない｡その装飾モティーフとは､花綱文､菓綱文､唐草文､花文､鱗文､真珠
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糸巻き文､キマテイオンなどのようにごく一般的なものから､普通のカタコンベ墓室では稀な貝

殻文などのように多岐にわたる｡この論文では､聖書主題を一つも採用していない墓室Eと墓室

Nにおける装飾文を詳細に扱うことによって､VLCの絵画の特質を明らかにしたいQ

Ⅰ.墓室E

この非常に保存状態のよい墓室Eには天井中央メダイヨンにゴルゴン､奥壁ルネットに上半身

裸で横たわるテルス､左右壁面に各3体合計6体の有翼女性擬人像が措かれる｡選択された主題

が全て異教的である点が図像上の特徴である (図2)0

墓室Eは､建築再現の意図が顕著である｡四隅に赤い斑入り大理石の表面を摸して描かれた半

円柱が置かれ､連続卵文の措かれた簡単なエキメス様のものを介して､入り口から軸線上にある

壁面の上部大アーチを支える形になっている｡この大アーチ正面中央にはふたつきの壷が描かれ､

そこから延びる花綱の端を両端株の上にとまるクジャクがくわえる｡大アーチ下部中央には老人

のマスクが描かれ､その左右からは花の枝が立ち上がる｡葉網や花網の中にマスクが置かれる装

飾帯は､床モザイクの枠飾帯にもよく登場する｡天井は緩やかな曲面のヴォールトをなし､メダ

イヨンを中心に周辺に大小の8つの不定形パネルが配される｡パネルの区画線は赤く比較的太い

ものの内側に細い線が沿う形になっている｡細い枠線の角には外側に向けて装飾が付加されてい

るが､ゴルゴンの顎方向の二つのパネルでは太い枠線の角の部分にも装飾が付けられる(図3)｡こ
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の装飾は､カタコンベ絵画では稀な部類

に入るが､VLCにおいては､人像を含む

画面の枠にはほとんどの場合取り付けら

れていることを強調したいCそもそも

ローマ壁画においてはそれほどありふれ

たものではない｡とはいえ､ドムス･ア

ウレアの ｢-クトルとアンドロマケの部

屋｣天井でグリフォンとハープの連続モ

ティーフの帯で囲まれた､すでに削り取

られた金塗りストウツコの枠に取り付け

られた華麗な開いたパルメット文として

現れる(2)｡おそらく人像を含む重要な画

中画を飾るものとして始まったこの装飾

は､北アフリカの床モザイクにおいてよ

り簡略化した形で登場する｡例えばエン

デュミオンの神話が描かれた枠の四隅に

付けられているもののでは､3枚の花び

らと2本の顎のような簡単なモティーフ

となっている(3'｡このように､画面の枠

の四隅を飾るモティーフは､ローマ壁画

の伝統の中で発展していったというより

は､むしろ､いったん北アフリカの床モ

ザイクのモティーフとして簡略化された

上で再度後期ローマの絵画の中に取り込

まれたもののように思われる｡

8パネルの対角線上4パネルには､花

とリボンの装飾のついたテイルソスを背

負う緑色の山羊と赤色の羊が描かれてい

る｡それ以外の4パネルは､小鳥が上下

パネルに､吊られたカップが左右パネル

に描かれる｡中央メダイヨンの中にはゴ

ルゴン頭部が中心からずれて措かれる｡

視線は自身の左手方向に向け､頭頂から

は2本の翼状のものが横に向けて付けら

れ､12本のとぐろを巻 く蛇状のものが頭

図2 ヴイア･ラティーナ･カタコンベ墓室E

図3 ヴイア･ラティーナ･カタコンベ墓室E天井
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部周囲からほぼ放射線状に飛び出している.蛇の頭部は故意に消されたような跡が残っている(4)｡

中央メダイヨンの内側線の周囲にはギリシア語の小文字オメガの内側と外側上中央に点の付加さ

れたモティーフと筆記体で書かれた英語小文字lのようなモティーフおよび横長矩形の中に縦に

2本の短い平行線が入り､外の二角に点の付けられたモティーフがランダムに繰り返された連続

文が描かれる｡カタコンベ絵画では一般的に ｢キマテイオン｣と呼ばれている連続文である｡こ

れは建築装飾における冠到形のことであり､そこには卵鍍 ･卵古文あるいは波形文などが彫刻さ

れている 5̀)Oこのモティーフについてフェルーアは "motivlgeOmefhci"と表現するにとどめ､墓

室Bにある同じモティーフについて "solimotivigeorrletmi "､墓室Cにあるモティーフについて

は ･̀unasempHceg,eca"としている6̀'Oヵタコンペ絵画においては､ギリシア語小文字のラムダ

とオメガのように簡略された画面の枠の縁飾となる｡建築的な原型をとどめない､線細工のよう

なモティーフとなって画面を充填する役割を果たしている｡デ-ブロインによると､この連続線

飾文の色彩については赤が好まれたが､時折緑色で､コンスタンテイヌス時代には黒で措かれ

る(7)｡

墓室左右の壁面装飾は左右対称となっている｡それぞれの壁面は上下三段に分割され､最上段

はアーケードと半月形壁面､二段目は縦長矩形パネル､最下段は擬似大理石の腰羽目壁画が描か

れる｡

最上段には各壁面に3つずつの小アーチが架かる｡この小アーケードは何物にも支えられず､

天井から吊り下がる形になっている｡このような宙吊り破風のモティーフは2世紀のバールペッ

クにおいて好まれる｡プロピュレイアとバッカス神殿などにおいて､過剰なほどの装飾の一要素

として登場している｡さらに､同様の小アーチ列が､サンタ･コスタンツア聖堂の窓下に並んで

いたことが､数々のデッサンから伺える(8)0 4世紀のローマに建立され､すでに失われたサンタン

ドレア･カタ･パルバラ聖堂においても､身廊壁面の窓直下には小アーチ列がならんでいたこと

が､ジュリア-ノ･ダ ･サンガッロのデッサンに描かれている(9)｡このことから､アーチ列は4

世紀のローマにおいて稀な建築装飾でなかったことが指摘できるであろう｡支柱のあるべき部分

には､縦長のパネルが置かれ､これはアーケードより引っ込んでいる｡アーケードのスパンドレ

ルには花綱の下に鳥が切株に羽を休める情景が措かれる｡アーチで囲まれた左右3つ計6つの半

月形の壁面全体に､天幕 ･貝殻モティーフが置かれる｡先端に玉のつけられた肋骨が5本あるい

は6本ある開いた傘のようなモティーフは､6つとも全く同じというわけではない｡裾の部分の装

飾が交互にキマテイオンあるいは非常に簡略化されたメアンダー文になっている｡このような貝

殻 ･天幕モティーフはアフリカ床モザイクに頻出するが､ローマのカタコンベでは稀なものであ

る｡しかしこのVLカタコンベにおいてはこの墓室E北のほか､墓室Ⅰ､Nおよび0にも描かれ

ていることは特筆すべきであろうO辻佐保子氏は､この天幕 ･貝殻モティーフについてすでに詳

細に論じているが､本来ストウツコによる､天空をかたどる円蓋半球用の天幕モティーフと壁が

んやアブシス･コンクの四半球用の貝殻モティーフが次第に図式化して融合したものであるとす

る(LOl｡辻佐保子氏は､ティムガッドの小浴場出土床モザイク (ス-ス美術館蔵)について､｢天
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幕と貝殻を自由に解体し組合わせた美しい文

様組織が創 り出された｡--･アカンサスの株

や責状の蔓が混じりあい､天幕も貝殻も植物

化してゆ く過程は興味ぶかい｡｣と述べてい

る(1■)｡アフリカの多色モザイクにおいてこの

貝殻モティーフは建築と遊離したひとつの平

面的な装飾モティーフとして床に配置され

る(■2)｡このような扱いの貝殻･天幕モティー

フはおそらくすでに3世紀後半には北アフリ

カの床モザイクに登場 していたと考えられ

る(り'.4世紀初めの作品と考えられる二つの

作品をここに挙げる｡一つは､ウェヌスが4

人のアモルに引かせた馬車に乗る図柄を中心

に置き､それを取 り囲む城壁冠状の円冠､そ

の外側に4本の組紐文帯､さらにその外側に

月桂樹の菓綱が取 り巻 く作品である (図4)‖4)0
月桂樹の葉綱は二重になっており､外側方形

枠の四辺の真ん中あたりに ｢ヘラクレスの結

び目｣を形作っており､四隅の菓冠のたわん

だ中に貝殻 ･天幕モティーフが入れ込まれて

いる｡この天蓋 ･貝殻モティーフは､天井装

飾が床面に投影 したものであると同時に､

ヴェヌスの出自に関連するものと考えられる｡

紀元後317年以降の作と考えられる(15'｡二つ

図4 rウェヌスの馬車の家｣床モザイク
パルド美術館蔵､チュニジア

目は､月桂樹の葉綱で9つの正方形に等分さ 冒三ご /197,ア ンツア聖堂周歩廊ヴォールトモザイク部分

れたモザイクで､中心パネルは欠損している

が､他の周囲の8パネルには四隅にクラテル､四辺の中央に貝殻モティーフが配される L̀6)O

その他にも､この貝殻モティーフは唐草と組み合わされたり､直線上に上下交互に置かれたり

して､連続文としても頻出する(J7)Oさらに､4世紀の皇族の霊廟所であるサンタ･コスタンツア

廟では､ヘレニズム以来の床モザイクの主題である散らかった床 ｢アサトロス ･オイコス｣の主

題にも似た天井モザイクが残る｡この中に､鳥類､枝､さまざまな銀器や道具類がばらまかれる

のと一緒に､この貝殻 ･天幕モティーフも一つ紛れ込んでいるのである (図5)0

墓室E壁画二段目には最上段の3つの貝殻モティーフに対応する位置に幅広の縦長矩形パネル

が置かれ､その間にはやや幅の狭い二つのパネルが挟まれているO幅広パネルには宙を舞う女性

像が描かれる (Ferrua,1990,fig.78は左壁の拡大図だが､1990年の単行本においては左右反転して

2う



美学美術史研究論集 21号 (2005)

プリントされているので注意)｡奥と入り口の女性像は有責で､広げた両手に花綱を持っている｡

入り口に近い像は翼の先端が結ばれている｡中間パネルの女性像には翼はなく､左壁では衣を肩

からかけて､右手に黄色い王冠状のものを捧げる｡右壁では衣を広げた両手で持ち､アーチ状に

頭部の上に掲げている｡

これらの人物像間の細長いパネルの中には､様式化された装飾モティーフが垂直に置かれてい

る (図6)｡アーチを支える円柱あるいは角柱のあるべき場所がこのような平面モティーフによっ

て代用されているのは建築的な枠組みが再現されていないことを示すと思われる｡類似の例は､

時代が下がるが､ラヴェンナのサンタポリナ-レ･ヌオーヴオ聖堂身廊部モザイクでみられる(図

7)｡ラヴェンナでは､やはり貝殻モティーフはなにものにも支えられず､宙吊りになっており､

図6 ヴイア ･ラティーナ ･カタコンベ墓室E右壁面

さらに､人物像と貝殻モティーフ

はそれぞれが枠の中に納められて､

相互に関係ないものとして表現さ

れている｡人物像は本来柱間の

ニッチに置かれているように表現

されるべきところだが､アーチと

柱が分断した構成においては､こ

のような建築的枠組みが解体し､

空間性より装飾性が優先されてい

る｡床モザイクで一旦建築的枠組

みが解体 した後で､壁画のモ

ティーフとして再利用再構成され

た可能性がここに伺える｡5世紀

図6 サンタポリナーレ･ヌオーヴォ聖堂身廊モザイク､ラヴェンナ､イタリア
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以降ラヴェンナの石棺において貝殻モティーフは円柱式石棺で頻出する｡この貝殻モティーフは

次第に葬祭ジャンルで一般的になっていったものでもあるといえる｡

三速の小アーチ下部の本来支柱が置かれるべき場所には細長いパネルが描かれる｡このパネル

の中には､S字と点からなる唐草文と開いた花文が組み合わされたモティーフが緑色で置かれ

る(Lg)｡S字と点からなる唐草文はドミティツラ (WP55)に見られるが､プレテスタートにおい

ては緑と赤のS字が撚り合わされたより複雑なモティーフとなっている (WP105.2)｡一万､五連

のS字と花文も組合せはサンティ･ピエトロ･エ･マルチェリーノ (WP65.2)にも見られる｡ま

た､この墓室E入り口内壁上部の大アーチ下部には､点線と開いた花文が組み合わされたモ

ティーフが赤色で描かれる｡この開いた花文も､カタコンベに頻出するが､ピアッツァ･アルメ

リーナの床モザイクにも登場するものである(19)｡また､点の入った円を中心として､上下に横向

きの百合を対置し､左右に三裂の菅を置く､非常に様式化されたモティーフは､モザイクにも見

られるものである(20)｡このように､三速アーチ下の縦長パネルに表されたモティーフはカタコン

ベ壁画においてさほど珍しいものではない｡

しかしながら､注目すべきは柱の部分を平面的な装飾模様で埋めるやり方である｡これは､前

13-9年のアウグストウスによる建造物でも最も有名なアラ･パキスの外側を分節する付け柱の

彫刻以来ローマに登場する｡ここでは花の咲いたアカンサスの唐草文が､建築的再現というより

は装飾的に､そしてさらにはアウグストウスによる平和がもたらす成長と再生による黄金時代の

到来という強烈なメッセージをこめて表される(21'｡この唐草文は､ベルガモンのヘレニズム時代

の彫刻に先例が認められるものである(22)｡アラ･パキス以降､1世紀のティトゥス帝の凱旋門､

フラヴイウス朝からトラヤヌス朝時代に制作されたハテリウス家の墓所､トラヤヌス帝凱旋門､

ハドリアヌス帝時代の作と考えられるヴェレトリ出土の有名なヘラクレス石棺､204年作の牛広

場のアルゲンクリウス門彫刻面に唐草文や花文などの装飾の施された角柱の付け柱は連綿と表現

され続けるD

ここで興味深いのは､アラ･

パキス南東上段パネルにテルス

(あるいはIlalE'aまたはTellus

ltaltae)と涼風の女性擬人像2

名が一緒に表現されていること

である (図8)｡涼風の擬人像は

テルスの左右に風をはらんだマ

ントを頭上に翻し､川と海の上

に風を吹かせる｡そこには花､

牛､羊などが繁栄の象徴として

描かれている｡このテルスと涼

風の擬人像､および花､唐草文
図8 ｢テ/レスとアウラエ ･ウェリフイカンテス｣

アラ･パキス･アウグスタエ､ローマ
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の組合せは､VLCの墓室Eと同じであることは注

目に値する｡実際vLC墓室 Eにおいて､ルネッ

トには発見者フェルーア神父により ｢クレオパト

ラの死｣と解釈されたが､グワルドゥツチ女史に

より｢テルス｣と訂正され､さらに左右の壁面に3

人ずつ登場する合計6体の女性像は､｢涼風｣の擬

人像でauraevelyicantesと同定 されたOグワル

ドゥツチ女史はこの擬人像はギリシア･ローマの

終末論において､空を旅する死者に同伴する存在

として信仰されていたと考える(23)｡スコルテッ

チ氏はさらに進めてグノーシス的解釈を試みてい

る｡すなわち､エリアの昇天､ヤコブの夢､ヨセ
図9 ｢テルス｣味モザイク､カルタゴ国立博物館

フの夢､マムレのアブラハム､バアラムの天使､

ヘラクレスなどこのカタコンベに登場する画像が ｢バルクの書｣に典拠すると考えるがそれはお

そらく行き過ぎであろう(24'｡そうでなくむしろ､6人の女性擬人像は風の神アイオロスの6人の

娘であり､母なる大地の女神テルスと組み合わされている点が重要なのであろう(25'｡前 17年に

アウグストウスによって国家宗教に組み込まれた大地の女神テルスは､プリマポルタのアウグス

トウス像甲胃にはじめて登場するO地面に半ば横たわり､上半身を持ち上げた姿で表現されるが､

これが典型的な姿となる｡テルスは先ほども述べたとおりアラ･パキスに登場するが､このモニュ

メントは4世紀においても修復され続けた重要な作品であった(26)｡この図像伝統を引き継ぎなが

ら､vtc墓室Eのテルスと最も近い作品はカルタゴの床モザイクではないだろうか (図9)｡四隅

のオケアノス頭部で取り巻かれた月桂冠 (ドラマの仮面が4つ配置されている)の中に､上半身裸

の女性が横たわる｡葦と花の冠をかぶりネックレス､イヤリング､腕輪で身を飾った女神は左肘

を白い花の入った寵に持たせかけ､右手でマントの端を握って手前に持ち上げるが､たわんだ布

の中には麦の穂や花がのぞくO手前には川状のものがあり､周囲には茎の長い花が咲いている｡

パリッシュは様式的な観点からこのカルタゴのテルスを4世紀前半としている(27-0 vLC墓室E

アルコソリウムのルネットにおいても同様の図像である｡冥界と自然の永遠の再生を意味するも

のとして､VLCでのように蛇が登場する図像も多い 2̀8'｡いずれにせよ､この墓室では､死者を

その懐に抱き取る地下界の女神であり､神々の母神であるテルスが､アウグストウス帝ゆかりの

図像で表現されており､正統なローマ宗教擁護の立場が明らかにされていると考えられるのでは

ないか｡

ⅠⅠ.墓室N

この墓室N(図10)は､すでに指摘されているように､墓室Oと連続してcublCL/lumdLLP/exとなっ

2(;
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図 10 ヴィア ･ラティーナ ･カタコンベ盛宴N 図 ll ｢麦刈りのプットー｣

ヴイア･ラティーナ･カタコンベ墓室N天井画

ており､墓室B･Cと同様の構造になっている｡また､墓室Bと同様､｢負の建築｣の要素が多く

認められる｡すなわち､四隅に円柱､四辺上部に各3つの持ち送りで支えられた三角破風､天井

中央にメダイヨンを置いた交差ヴォールトを掘り残している｡しかし柱頭や基壇の一部分に本物

の大理石の部材を利用し､破風にストウツコ装飾を使用せず､すべて顔料で描いている点は異な

る｡さらに､左右壁面に掘られているのは､奥が一段高くなった二重アルコソリウムである｡こ

れは､墓室 Bおよび墓室1と同じタイプのものである｡一方､壁画の図像について言えば､墓室

Bが全て旧約聖書主題であったのに対し､墓室Nでは全てがヘラクレスに関する神話主題である｡

キリスト教主題が一つもない点で墓室Eと共通している｡主題は左アルコソリウム奥ルネットに

エウリピデスの悲劇に取材した ｢死の床のアドメトウス｣､手前アルコソリウム左右壁に ｢ヘラク

レスとアテナの握手 (左)｣､｢敵を殺すヘラクレス (右)｣､右アルコソリウム奥ルネットにやはり

エウリピデスの悲劇から｢ハデスからアルケステイスを連れ戻すヘラクレス｣､手前アルコソリウ

ム左右壁に ｢ヘラクレスの12の難業｣から ｢ヒュドラを退治するヘラクレス (左)｣､｢ヘスぺリ

デスのリンゴを取るヘラクレス (右)｣が描かれる｡天井には麦の刈り取りをするプットーが5人

描かれている｡(図11)

装飾モティーフについて見ていく｡墓室Nの装飾文は､以下のように分けることが出来る｡す

なわち､(1)天井､(2)破風および持ち送り､(3)持ち送り下のアーチ壁面､(4)中間縦長パネ

ル､(5)最下部腰羽目､(6)アルコソリウム天井､(7)奥アルコソリウム正面である｡
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図12 ｢永劫/年と四季の擬人像｣
床モザイク､ハイドラ出土､国連ビル､ニューヨーク

(I)天井は､対角線リブによって大きく4つの

区画に分けられる｡その区画をなぞるように麦の

穂を蓄蕨の花で留めた綱が措かれる｡蓄嶺の花は

黒っぽい色と赤が交互に置かれているoこの穂網

は四隅のアカンサスの株から4本ずつ出発し､そ

のうち2本は対角線上を中央に向かい､他の2本

はそれぞれ巻きひげを一つずつ分岐させ､四辺に

平行に延びる｡中央メダイヨンと4つの三角形区

画の中央に置かれた合計5つのメダイヨンもこの

麦の穂と蕎額の綱で囲まれ､その中に羽根のはえ

た童子が1人ずつ曲がった鎌を手に描かれる｡こ

のうち2名は身をかがめてまさに麦を刈っている

最中であり､他の3名は刈り取ったばかりの穂と

鎌を手にして右足を踏み出している｡麦刈りの図

像は､四季の中で夏を表現するものとして､特に北アフリカのモザイクに類例が多く登場する｡

夏は麦で象徴され､夏の擬人像は通例､麦冠をかぶり､麦束と三日月鎌を手にした男女の胸像あ

るいは全身像で表される2̀9)｡これら北アフリカの床モザイクに現れた夏の擬人像は､月層モザイ

クで6月の近くに置かれるほかは､全ての場合で他の四季の擬人像とともに登場し､全体として

四季の巡りが表現されている｡これらの例の中でも､3世紀末から4世紀初めのハイドラの床モザ

イク (図12)では､黄道十二宮の獣帯に手をかけた ｢永遠｣の擬人像アイオーン (あるいは ｢年｣

-アンヌス)を中心にして四隅に羽根の生えたプット-の姿 (冬だけ羽根なし)をした四季の4体

の擬人像がアカンサスの株の上に立つ｡全体として永遠の自然の再生とTemponLmFelL'cL'Laゞを象徴

すると考えられている3̀0)O夏は麦束の唐草に取り巻かれ､やはり麦束と鎌を手に足を踏み出して

おり､vLC墓室Nと図像的に近い作品である｡しかしながらカタコンベ絵画では四季すべてが表

現されてはおらず､麦刈りをするプット-が5人登場して､夏が強調されると同時に､そこに春

(番蕨の花)の要素が付加されているといえるだろう｡二つの季節だけを選んだ理由については必

ずしも明確ではない｡ユニウス･バッススの石棺側面には四季の情景が浮彫で表現されているが､

上下二段左右で四画面あるにもかかわらず､左二面全てにブドウの収穫をするプット一により表

現された秋が占める｡右上段に麦刈りをする3人のプット一により夏が､下段右半分には花や鳥

と遊ぶ4人のプット-で春が､左半分に狩猟とオリーブ収穫をする2人のプット一により冬が表

現される｡このように四季の表現は等分でなく､強弱が付けられることは突飛なことではない̀3)'Q

(2)破風は墓室の各辺壁面の最上部に掘られる｡]頁点が丸みを帯びた二等辺三角形の枠が壁面

から飛び出しており､内側は掘りくぼめられている｡破風の中には貝殻 ･天幕モティーフが描か

れるO飛び出した三角形の上には卵文風の連続文が赤い顔料でおおまかに線描されているQこれ
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は同じ形の破風を持つ墓室Bにおいて､破風上の連続波状文装飾 (かなり損傷が激しいが､卵文

ではないように見える)がストウツコで三次元的に表現されていたのと大きく違っている｡ある

いは､墓室Bを絵画によって模倣した結果であるのかもしれないO｢卵｣の中央下部に点が打た

れているのは､丸みを三次元的に表現しようとした工夫なのかもしれないが､それは成功してい

るとはいえないだろう｡あるいは別の模様 (真珠糸巻き文や舌文)との混乱があるのかもしれな

い｡この非常に平面的な卵文の処理は､建築部材を直接絵画で再現しようとした結果というより

は､むしろ一旦かなり平面的な処理を受けたモティーフを真似しようとしたところで成立したこ

とによるのかもしれない｡そもそも､三角破風のコ-ニスとシーマにあたる部分にキマテイオン

を彫刻で施すことはしばしば行われたが､これほど単純に一種類の模様だけで装飾する例は実際

の建築では珍しい｡石棺などをはじめとする浮彫に現れる破風装飾をモデルとした可能性も指摘

できる｡もともとローマの彫刻は東方の-レニズム文化の伝統が濃い地域と異なり､ギリシア文

化を積極的にとりいれた一部の作品を除き､装飾文様は少ないという傾向があるO特にコンスタ

ンテイヌス帝以降の石棺では､円柱式石棺や市門石棺など建築的背景が豊富に取り込まれた石棺

浮彫だけに装飾文が現れる｡一方､墓室N壁画の唯一の主題である-ラクレスに関するエピソー

ドからアルケステイスの物語と ｢十二功業｣の両方を主題としている､ハドリアヌス帝時代の

ヴェレトリ石棺では､卵鉄文と破風の両方を見ることが出来る｡また､古代末期の彫刻や工芸作

品において装飾モティーフが省略されていく過程で卵文が生き残っていった可能性も指摘できる

かもしれない｡もう一つの可能性は床モザイクであろう｡4世紀半ばのアンテイオキア､ダフネの

別荘の第1室床モザイクでは､画面は対角線により4分割される｡中央八角形パネルに向かって

四隅から延びる帯にはアカンサスの株に有翼の四季の擬人像が立っている｡画面周囲と狩猟場面

の入った4つの台形パネルは太い卵嫉文帯で装飾されるのである3̀2'O

(3)持ち送り下のアーチ壁面は､左右アルコソリウム上部は同じ主題が取られ､二人のプッ

ト-が空を飛びながら､勝利の月桂冠をおそらくアルコソリウムに埋葬された死者に向かって捧

げる図像となっている｡墓室Oへのアーチ上部壁には枝に止まった鳥が花をついばむ姿が描かれ

る｡一方､墓室M との間の壁上部は他と区画が違っており､アーチ型壁面はない｡これは､出入

り口の高さが他の三面にあけられたものより低く､弧も浅いためである｡持ち送り直下は横に長

い長方形となっており､中にたわんだ花綱が描かれている｡

(4)中間縦長パネルは各壁面2枚ずつ開口部の左右に分かれて置かれる｡左右アルコソリウム

と奥墓室O-の通路両側のパネルは縦長で比較的細い｡左右アルコソリウム壁面の場合､墓室M

側は赤いハートが縦に6つ (部屋の右アルコソリウムは7つ)並べられ､それぞれのハートの根

元から左右に巻きひげが伸びるモティーフが置かれる｡ハートの中には点が打たれている｡この

モティーフは､連続三角文の枠で囲まれる｡この連続ハート文は､ステルンの分類では290番あ

るいは291番に当たる(33)｡さらに枠の三角文はすでに指摘の通り､床モザイクの枠装飾では非常
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にありふれた模様である｡いずれにせよ､このモティーフは､カタコンベ絵画では稀だが､床モ

ザイクでは頻出するものであることを指摘したい｡墓室o側のパネルには､開いた花文が縦に3

つ並べられる｡花文はハート型の4枚の花びらと対角線上に延びた顎を持つ｡花びらは赤く塗ら

れるOそれぞれの花文は組紐文でつなげられるOこの花文はカタコンベ絵画でも時々みかけるも

のであるが､床モザイク装飾でもおなじみのものである(34)｡一方､墓室Mへ向かう壁面入り口

左右には他の三壁面より高く幅の広いパネルが置かれるOそれぞれに､中央開口部に向かって飛

ぶ有翼裸のプットーが措かれる｡プット-はいずれも右手に冠を持ち､左手に麦束を抱えており､

この墓室N天井画の麦刈りのテーマを強調している｡

(5)最下部腰羽目は､墓室E､Ⅰ､Mおよびo同様､板の枠を赤い線で描いただけでなく､大

理石の板を真似て､茶色と灰色の斜め線を引いて滑らかに磨かれた大理石の質感を出す工夫をし

ている｡これは､腰羽目部分に羊飼い､動物や鳥などによる牧歌的風景を措いた墓室A､B､Fに

比べるとその効果が歴然としている｡牧歌的風景の場合､通常のカタコンベ装飾の伝統を強く感

じるのに対し､擬似大理石壁画は､大理石をふんだんに使用した豪華な地上の霊廟所を再現しよ

うとする意図が伺えるのである｡

(6)アルコソリウムの天井については､左右ともアルコソリウム手前天井が､格間モティーフ

になっており､特に左アルコソリウムの格間は複雑で特殊なモティーフとなっている｡右アルコ

ソリウム手前の格間は墓室I｢医学の授業｣のヴォールトにあるものや墓室Fの格間の一つと類似

したモティーフである｡すなわち､方形枠内中央の小円から対角線上に4本の百合の菅が置かれ､

それぞれの膏から左右に巻きひげが伸びるというものである｡このモティーフは､1世紀のブラ

シェツロのモザイク3̀5)以来､2-3世紀の北アフリカのモザイクにも登場する(36)o格間の中に花

文が挿入された天井装飾モティーフは､カタコンベ絵画の中にも存在するが､例えばコモディッ

ラ､レオの墓室の天井画に描かれたキリスト胸像の周囲を取り巻 く格間は､一見微密に見えるが

実際は八枚の花弁と同数の点からなるかなり大雑把なものが繰り返されるだけである｡これに比

べるとvLC墓室N(およびE､F､H､I)はより複雑で多様であるといえる 3̀7)｡これは､北アフ

リカの床モザイク･レパートリーの中でより多様化していった過程を踏まえた結果を反映してい

るように思われる｡

左アルコソリウム手前天井には､やはり格間モティーフが描かれる (図13)｡すなわち､十字形､

つぶれた形の六角形､八角形が組み合わされた複雑なパタンである｡それぞれの図形は赤い太枠

で描かれ､内側にさらに緑 (六角形)と水色 (八角形)の太い枠が描かれて､さらに内側には開

いた花文が描きこまれ､複雑な構成を見せるとともに､強烈な色彩効果を生み出しているOこの

ようなパタンはカタコンベ絵画では他に類例がない｡-一方､床モザイクにおいては､非常に人気

のあるパタンであった｡これは､サリエスの分類では､Kreuzschema(十字タイプ)(Bild2,29)

とされるパタンである 3̀8'.これは､菱形 ･星型の4bタイプに分類されるもので､確実な最古の
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図 13 ヴイア ･ラティーナ ･カタコンベ

墓室 N左

アルコソリウム手前天井格間装飾

作例は後4世紀のアクイレイアの北および南聖堂とスパラトのデイオクレティアヌス帝宮殿で見

られ､4-5世紀のシリアにおいて最高潮に達することから､サリエスはこのパタンの起源は後

3世紀末から後4世紀初めの帝国東都と推察している 3̀9'O

このパタンが4-5世紀にクライマックスに達したことは､地中海沿岸各地の床モザイクの作

例を見たときに明らかであろう｡シリアのみならず､スパラト､アクイレイア､ラヴェンナ､ミ

ラノ､シチリアのピアッツァ･アルメリーナ､ダルマキア､ギリシア､北アフリカ､スペインな

どで発掘された住居や聖堂の床モザイクにこのパタンを示す作例が挙げられる 4̀0)｡このモザイ

クの制作年代は長らく議論の対象となっていたのだが､最近の考古学的調査の成果から､後2世

紀末という早い時期の作であるという新たな事実が明らかになった｡すなわち､様式だけからで

なく､モザイク床面に関連する土層からの出土遺物の年代からモザイク制作年を決定するという

方法を取ったのである｡それによると､キプロスのネア･パフオスにある ｢ディオニュソスの家｣

はハドリアメス帝時代の地震で破壊された家の上に建設され､モザイクで封印された土層は輸入

品である1世紀のイタリア製のシギラータ土器破片や東方シギラータを模倣して1-2世紀のキ

プロスで制作されたキプロス･シギラータ土器片を含む｡さらに破壊の層では､後200年以降は

制作されなくなったポンペイ赤塗鍋型土器の-タイプを含むD3-4世紀の遺物がこの場所から

発見されていないこともこの年代を支持すると考えられる｡このようにそれまで3世紀の作とさ

れてきたモザイクが実は2世紀末の作品であることが､ついでモザイクの様式研究からも明らか

にされた｡さらに大量のイタリア製シギラータ土器の発見は､思いかけずイタリアとキプロスの

密接な交易の実態をも証拠立てることとなり､モザイクの様式や図像の共通性を説明するものと

なった(41'｡その成果に先立って､スペインのバレンシア出土の ｢メドゥーサと四季｣のモザイク

にもメドゥーサ頭部と四季の擬人像胸像の入った八角形､ロゼッタと月桂樹の菓綱の入った十字

形､烏､海獣､枝の入ったつぶれた六角形という組合せの床モザイクが2世紀に年代決定されてい

る例を付け加えたい｡このパタンに関して､かなり詳しい記述がすでになされているが､ブラス
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図14 ヴイア ･ラティーナ ･カタコンベ墓室N

右アルコソリウム奥壁

ケスはこのパタンが4-5世紀に属する

というそれまでの研究を踏まえながらも､

セヴェールス朝に制作されたユーゴスラ

ヴイア､ストラエの浴場床モザイク (す

でに失われた)に八角六角十字パタンの

比較作品を見つけ出し､このパタンの年

代がかなり遡る可能性を示唆している｡

さらに､メドゥーサと四季頭部の表現の

様式比較から､バレンシアのモザイクの

制作年代を2世紀末としている4̀2)｡この

ようにこの八角六角十字パタンは､床モ

ザイクにおいては2世紀末には成立し､4

～5世紀には地中海全体に広がっていたことが結論付けられるだろう0

左アルコソリウム奥天井には､円形メダイヨンが小さめの楕円によって連結されているタイプ

で､やはり北アフリカの床モザイク･パタンの一つである｡サリエスはこれをbeissystem(円タ

イプ)Vに分類し､ハドリアヌス帝時代に遡ると考えているが白黒モザイクでの残存例は皆無で

あり､大半の作例が4-5世紀に集中する｡帝国西部では稀だが､シリアでは頻繁に登場する図式

であるとされる(43).右アルコソリウム奥天井のパタンは､一つの円形メダイヨンの左右に接して

菱形が置かれ､さらにその菱形に接して長方形が入れられたパタンである｡中央メダイヨンの中

にはテイルソスを背負った羊が置かれ､左右の長方形の中には鳥が向きを変えて描かれる｡隙間

には8つの花文が充填される｡最も外側の枠には､三角形が並んで置かれる｡これは全体として基

本的には敷居部分に置かれる床モザイク帯パタンのように見える(44)(図14)｡また､三角文は､や

はりモザイクを縁取る連続モティーフとして一般的なものであるといえる｡上に行くほど規則的

に短くなる水平線を5本程度積み重ねることによって､ほぼ正三角形を表現しているのだが､あ

たかも四角いテツセラを並べることによってギザギザのあるモザイク画上の三角形がここで再現

されているような効果を見る者に与える4̀5'｡この三角繰り返し文は､VLCでは墓室Nのほか､

M と0に登場している｡

(7)奥アルコソリウム正面には､赤い顔料で唐草文が描かれる｡これは､S字状に蛇行する枝

に左右から交互に巻きひげが出るもので､巻きひげの先には実が3つ付いている｡墓室ⅠのLへ

の入り口向かって右の門柱側面に措かれたものとほぼ同形に近いが､墓室Ⅰでは､黄土色に茶色

の陰影が付けられている点が異なるQ墓室Nの唐草文のあるアーチ面中央には､横長の長方形に

菱形が内接し､さらにその中に単純な花文が入れ子になったモティーフが置かれる｡

このように､墓室Nに登場する装飾モティーフを詳細に検討すると､その特異性が明らかにな

う2
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る｡すなわち､通例のカタコンベ絵画からは逸脱した､むしろ地中海全域で共通に制作された床

モザイクのモティーフとの共通点が色濃く指摘できることである｡地下墓室の天井や壁を飾るフ

レスコ画でありながら､どうして地上の建築物の床面を装飾したモザイクのモティーフを利用す

ることになったのだろうか｡

Ⅲ.床モザイクからカタコンベ絵画へ

vLCの絵画を見ていくと､今回扱った墓室EとNには､床モザイクの装飾レパートリーが多

く使用されているのに気づく｡たとえば格間について言えば､本来天井を装飾する彫刻､あるい

はストウツコ細工､あるいはモザイクや筆による絵画であったものが､床モザイクに取り入れら

れ､床の上でいったん平面化された上で､さらにカタコンベ絵画に取り入れられたように見える｡

これが､vLC墓室EおよびNの絵画を別のカタコンベの作品と大きく隔てる点であるように思

われる｡というのも､通例のカタコンベ絵画はポンペイ第四様式の延長上にあるもので､建築再

現への意図は解体していても､目偏し効果を完全に捨て去ったわけではなく､自然主義的な描写

が皆無というわけではないからである｡それは墓室Cの速い筆致の陰影と量塊感に富む様式と今

回扱った墓室EとNの様式と比較してみるとはっきりする｡

墓室Nの八角六角十字パタンについて考えてみようOほぼ同じパタンがバウイト32番礼拝堂

アーチ裏面文様装飾にも現れる｡しかし､バウイトでは､｢かなり図式化されているとはいえ､伝

統的な凹凸､明暗表現を暗示している｡｣(46'とあるように､墓室Nの完全に平面的な表現とは大

きく違っていると言えるDバウイトでは実際の建築に施されたモザイクや浮彫の装飾を模倣した､

絵筆による ｢代用｣であるせいであると辻氏は考えている(47'｡古代建築のヴォールト面に現れた

格間のストウツコ装飾が対観表装飾へ応用されていく過程について次のように述べる:

--さまざまな ｢代用｣の過程を経て写本挿絵に応用された時点で､対観表ページの枠組

全体が構築的な性格を失うのと平行して､リュネットの部分にはもはや凹面の印象は全く

表現さえなくなり､そこを飾るモティーフも簡略化された格子文とロゼッタ文の組みあわ

せにすぎなくなる.このモティーフ本来の役割はほとんど忘れ去られているのであるoこ

のような状態のところへ､多量の織物特有のモティー7､あるいは舗床モザイク特有の幾

何学文が導入されると､従来のストウツコ装飾に起源を持つ文様との混乱が生じ､やがて

両者の区別はつかなくなってしまう4̀8)0

確かに対観表装飾についてはこのことは当てはまると言えるだろうovLカタコンベについては､

おそらくまた別の事情があるように思われる｡すなわち､建築のヴォールトに施された彫刻ある

いはストウツコ細工の格間から直接カタコンベのヴォールト面に移行したのであるなら､バウイ

トの場合のように陰影の表現が積極的になされるのではないか､という疑問が残るからである｡

i:～
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八角六角十字パタンが実際の天井に凸凹を持つ彫刻あるいはストウツコによる格間として存在

したかどうかは､あくまで仮説にすぎない｡しかしながら､格間天井の歴史は少なくともギリシ

ア･クラシック期に遡り､紀元前5世紀アテネのアクロポリスのパルテノン神殿､エレクテイオ

ンやテ-セイオン､4世紀のエビダウロスのテユメレ一周歩廊天井にすでにロゼット文などの彫

刻による装飾に富む格間が作られている 4̀9'｡また､アテネのアクロポリスのプロピュライアでは

格間の中のロゼット文などの装飾文は大理石の上に絵画で表現され､星は金メッキされていた√50)0

さらに､ローマ時代になると1世紀のパルミュラのバール神殿や2世紀のバールペックのバッカ

ス神殿など､六角形や三角形を組合わせた複雑なパタンの格間天井が現在に伝えられる｡

そもそも､ローマ時代の建築プランの設計と床面や天井装飾デザインの原理はしばしば同じ方

法が使用される例について､ジョーンズは指摘している 5̀L)0

さらにドゥンバビンは､2世紀ごろからモザイクの床面と壁面の装飾は相互に強く影響しあう

ことを指摘するL52'｡

また､北アフリカでは特に床モザイクが天井や壁のモザイクを模倣したことにより､床モザイ

クのレパートリーが豊富になった事実に言及する5̀3)O

また床モザイクと天井モザイクの深い関係についての最良の例はサンタ･コスタンツア聖堂の

周歩廊ヴォールト･モザイクであると考える (図15)Oこの建物は､4世紀後半にコンスタンテイ

ヌス帝の娘のために建造された霊廟所であるO周歩廊ヴォールト･モザイクのうち､幾何学パタ

ンで人像を含まないのは二つあるが､いずれもストウツコ天井装飾に遡るが､ヴォールトと相互

に影響しあった床モザイクのデザインの長い歴史の中に属すると彼女は考える(図16)｡ブドウ唐

う4

左:図 15 サンタ ･コスタンツア聖堂周歩廊

ヴォールト･モザイク全体､ローマ､イタリア

上 :図 】6 サンタ･コスタンツア聖堂周歩廊

ヴォールト･モザイク格間､ローマ､イタリア
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草とブドウの収穫をするプットーおよび肖像については､天井装飾も反映しているが､床モザイ

クに比較例多いとする｡また､ブドウの木とアカンサスの唐草は､床モザイクでありふれたモ

ティーフではあるが､特にヴォールトにふさわしいモティーフであり､ヴォールトのために発展

したものでもある｡

サンタ･コスタンツアの周歩廊ヴォールト･モザイクに及ぼされた床モザイクの強い影響につ

いては､多くの研究者が言及しているが､マツティ工は､舗床モザイク職人がこの天井モザイク

制作に従事した可能性も示唆している 5̀4'｡しかしながらマッティエは､サンタ･コスタンツアの

モザイクについて､さらに､人物はヴォリューム感や空間性に富むことから､確かにモティーフ

は床モザイクから取り上げたけれど､天井という位置にふさわしく改良していると考えている｡

また､入り口直上を飾る八角六角十字パタンは､天井格間の塑像的なストウツコ細工の絵画へ移

し変えた成果であるとする(55)｡強い相互的影響のもとに発生し､発展していった床モザイクと格

間装飾だが 5̀6㌧ 工人たちはジャンルに合わせてふさわしい表現方法を工夫したことであろう.

ここで一つの疑問が起こる｡すなわち､床モザイクの影響が認められるのは､墓室F､H､l､L､

M および0であって､その他の墓室ではないのはどうしてなのか｡墓室A､BおよびCには墓室

EやNで浮彫になった床モザイクからの影響は希薄で､通常のカタコンベ絵画の伝統の中に位置

付けられるように見えるのである｡この違いは何に由来するものであろうか｡

おそらくここにはサンタ･コスタンツア建立の時期がかかわっているのではないだろうか｡歴

代教皇録によると､コンスタンテイヌス帝は娘の一人Constantlaの要請でサンタニェ-ゼ聖堂と

その近 くに洗礼堂を建立したが､そこで皇帝の娘と姉妹 (やはりconstantlaという名前)が洗礼

を受けたという記録が見える仰｡また､アミアヌス･マルケリヌスによると､C｡nstantinaは､

354年にビティニアで没し､亡骸がローマに運ばれたとある 5̀81｡名前に些かの違いはあるが､お

そらく4世紀半ば過ぎにれコンスタンテイヌス帝の娘であるコンスタンティーナとへレナの埋葬

された霊廟所がノメンターナ街道沿いに建立され､それが現在のサンタ･コスタンツア聖堂と

なったのであろう｡

大まかな制作年代の枠組みとしては､サンタ･コスタンツア建立以前の墓室と建立後そのモザ

イク装飾の影響を強く受けた墓室との違いがここに現れていると考えられるように思われるので

ある｡

おわりに

このように考えて､｢教会の平和｣の時代でありながら､一切のキリスト教主題を排除し､神話

主題のみの表現された墓室Eと墓室Nの制作年代を考察する際の新たな事実が明らかになったと

いえる｡すなわち､紀元後4世紀半ば以降のサンタ･コスタンツア建立直後と考えるのである｡

華麗な皇族の霊廟所は､元老院階級の墓所と考えられるVIJCの被葬者を十分惹きつけるもので

あったと考えられる｡さらにこの時期には､シュンマクス等多くの元老院階級の貴族たちがキリ

51
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スト教に反旗を翻す｡皐後の異教徒皇帝ユリアヌスが帝位についたのもこのころであった｡そし

てサンタ･コスタンツア聖堂に埋葬されたのはまさしくへレナとは背教者ユリアヌスの妻であっ

たのである｡
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